
                                     
令和８年７月２７日 

                     

運転手不足解消に向けた出向運転手の活用！ 

～バス運転者の出向活用報告会を開催～ 

 

北海道運輸局は、㈱商工組合中央金庫、道南バス㈱との連携により、観光需要の繁閑差を

利用し、道外のバス事業者の運転手を出向で受け入れる実証実験を実施しました。 

今般、その実証実験の結果を受けて、バス運転者の出向活用報告会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

・近年、乗合バス事業では、運転手の人材確保の困難に加え、観光シーズン等の繁忙期にお

ける運転手不足といった状況も顕在化しております。 

 

・その解消策として、繁忙期に他地域のバス事業者に勤務する運転手の出向を受け入れる実

証調査を実施し、約6,000名の移動手段の確保、約2,000万円の売り上げ増加など、一定

の有効性が得られる結果となりました。 

 

・そこで、道内で運転手不足により支障をきたしている地域が、問題解決の参考と出来るよ

うに、当該調査結果等を道内の自治体やバス事業者に発表する報告会を開催します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○路線バスで地域ごとの繁閑差を利用した人材を融通する取組は道内初 

○運転手不足とオーバーツーリズムの２つの社会問題の解消に寄与 

○本報告会により道内自治体・バス事業者向けに取組の横展開を図る 

ポイント 

<取材申し込み・お問い合せ先> ※取材を希望される場合は事前にご連絡をお願いします。 

国土交通省 北海道運輸局 札幌運輸支局 輸送・監査担当 門間 （モンマ） 

TEL: (011)731-7167 

＜事業全般のお問い合わせ＞ 

国土交通省 北海道運輸局 交通政策部 増田・大平 

TEL: (011)290-2721 



日時：2026年8月3日（月）  13:30～
場所：札幌第４合同庁舎 ２階 共用会議室

札幌市中央区北2条西19丁目
※オンラインでもご参加出来ます。

主催：北海道運輸局

「 バ ス 運 転 手 出 向 」
実 証 実 験 報 告 会

北海道運輸局は、株式会社商工組合中央金庫、道南バス株
式会社との連携により、観光需要の繁閑差を利用し、道外の
バス事業者の運転手を出向で受け入れる実証実験を実施し
ました。この度、実験結果の報告会を開催致します。

問い合わせ先：札幌運輸支局 輸送監査担当
門間（モンマ） 011-731-7167

参加お申し込みフォーム（以下リンク又は右記コード）
https://forms.office.com/r/hJMyyRR88w?origin=lprLink

この冬の運転手不足を救う！

全ての悩みが
解決します！

https://forms.office.com/r/hJMyyRR88w?origin=lprLink


プログラム

13:30 開会挨拶

13:35 道南バス株式会社

営業部長兼輸送安全部長 高本克彦

「令和７年度調査（実証実験）の成果と

今後の展望」

13:55 株式会社商工組合中央金庫

経営企画部未来デザイン室副参事役

髙橋武顕 

「バス会社向け仲介システム

「YUUZUU（ユーズー）」の取組」

14:15 北海道拓殖バス株式会社

代表取締役社長 中木基博

「運転手の受け入れと送り出しについて」

14:35 札幌市まちづくり政策局

総合交通計画部都市交通課長 岡顕一

「バスネットワークの確保に向けた取組について

～コンビニを活用した待合環境改善等～」

14:50 休憩・設営変更

15:00 トークセッション

15:30 終了
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